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技術士 CPD マニュアル Ver1.5改訂 新旧対照表                （下線部は改訂部分）  
【改訂後】Ver1.6（2026年 5月 11日改訂） 【改訂前】Ver1.5（2025年 4月 1 日改訂） 
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Ⅱ．技術士 CPD 活動実績の管理及び活用の仕組み 
５．技術士 CPD 活動実績名簿の作成及び公表   
日本技術士会は、一定以上の研さんを重ねている技術士の名簿をホームページに掲載す

るため、技術士登録簿に基準 CPD 時間である年間 20 CPD 時間以上 50 CPD 時間未満
の CPD 実績の記載がある者及び、推奨 CPD 時間である年間 50 CPD 時間以上（うち技
術者倫理 1 CPD 時間以上）の CPD 実績の記載がある者の 2 種類の技術士 CPD 活動実
績名簿を作成する。名簿は各技術士が技術士 CPD 活動実績の申請時に公表を希望してい
ることを確認して、ホームページに CPD 活動実績名簿を掲載する。（表－９）掲載する
CPD 活動実績は前年度の実績とする。 
（表－９） 2025 年度技術士 CPD 活動実績名簿（例） 

【推奨（又は基準）CPD 時間達成者(2024 年度実績)】 【氏名五十音順】 
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６．技術士（CPD 認定）の申請  
・・中略・・ 
6.2 更新登録  
技術士（CPD 認定）は 5 年間の登録有効期間が設定されており、その更新の登録（以下
「更新登録」という。）にあたっては、次の認定要件とする。 

① 申請前の過去 5 年度間で 250 CPD 時間以上の実績（うち 5 CPD 時間以上の技術者
倫理の実績）かつ  

② 前述の 5 年度間においては各年度最低 20 CPD 時間の実績 
更新登録が認められた場合、更新回数を付した新たな技術士（CPD 認定）認定証を交付
する。 

６．技術士（CPD 認定）の申請  
・・中略・・ 
6.2 更新登録  
技術士（CPD 認定）は 5 年間の登録有効期間が設定されており、その更新の登録（以下
「更新登録」という。）にあたっては、次の認定要件とする。 

① 申請前の過去 5 年度間で 250 CPD 時間の実績（うち 5 CPD 時間以上の技術者倫理
の実績） 
かつ  

② 前述の 5 年度間においては各年度最低 20 CPD 時間の実績 
更新要件が認められた場合、更新回数を付した新たな技術士（CPD 認定）認定証を交付
する。 

6.3 遡り登録 
 登録有効期間の満了日の翌日から１年以内に登録を行うにあたり、次の認定要件を満た
している場合は、有効期間満了日の翌日まで遡って登録（以下「遡り登録」という。）を
継続することができるものとする。但し、新たな有効認定期間は登録有効期間の満了日
の翌日から 5 年間とする。 

6.3 遡り登録 
 登録有効期間の満了日の翌日から１年以内に登録を行う場合、有効期間満了日の翌日ま
で遡って登録（以下「遡り登録」という。）を継続することができるものとし、その登録
にあたっては、次の認定要件とする。但し、新たな有効認定期間は申請年度を含む 5 年
度間とする。 
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① 登録有効期間最終年度の前年度から過去 5 年度間で 250CPD 時間以上の実績（うち 5 
CPD 時間以上の技術者倫理の実績）かつ 

② 前述の 5 年度間においては各年度最低 20 CPD 時間の実績 
遡り登録が認められた場合、更新回数を付した新たな技術士（CPD 認定）認定証を交付
する。 

① 有効期限最終年度以前の過去 5 年度間で 250CPD 時間以上の実績（うち 5 CPD 時間
以上の技術者倫理の実績） 

② 前述の 5 年度間においては各年度最低 20 CPD 時間の実績 
遡り登録が認められた場合、更新回数を付した新たな技術士（CPD 認定）認定証を交
付する。 

6.4 再登録 
 「更新登録」又は「遡り登録」の認定要件を満たさない場合等であって、技術士（CPD
認定）の再度の登録（以下「再登録」という。）を行うにあたっては、「初回登録」の認定
要件ではなく、「更新登録」としての認定要件となる。また、有効期間満了日の翌日から再
登録日の前日までの間、技術士（CPD 認定）は失効状態とする。再登録が認められた場合、
新たな技術士（CPD 認定）認定証を交付する。 
技術士（CPD 認定）の申請はホームページで受け付ける。（表－11）（手数料は別途定め

る。） 

6.4 再登録 
 「更新登録」又は「遡り登録」を行わず登録有効期間の満了日の翌日から 1 年を超えた
場合、技術士（CPD 認定）の再度の登録（以下「再登録」という。）にあたっては、「初回
登録」の認定要件ではなく、「更新登録」としての認定要件となる。また、有効期間満了日
の翌日から再登録日の前日までの間、技術士（CPD 認定）は失効状態とする。再登録が認
められた場合、新たな技術士（CPD 認定）認定証を交付する。 
技術士（CPD 認定）の申請はホームページで受け付ける。（表－11）（手数料は別途定め

る。） 
附記 
１．技術士 CPD 管理運営マニュアルは、大臣通知に基づき 2021 年 5 月 27 日に分科会
に報告したものをもって Ver.1.0 とする。また、日本技術士会は、社会経済状況等に応
じ、技術士 CPD 管理運営マニュアルを改訂する必要があるときは、適宜改訂するとと
もに、必要に応じて分科会に報告するものとする。 

・・中略・・ 
7．2026 年 5 月 1１日付で技術士 CPD マニュアル Ver.1.5 を改訂し技術士 CPD マニュア
ル Ver.1.6 とする。 

附記 
１．技術士 CPD 管理運営マニュアルは、大臣通知に基づき 2021 年 5 月 27 日に分科会
に報告したものをもって Ver.1.0 とする。また、日本技術士会は、社会経済状況等に応
じ、技術士 CPD 管理運営マニュアルを改訂する必要があるときは、適宜改訂するとと
もに、必要に応じて分科会に報告するものとする。 

・・中略・・ 
 

 


